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はじめに 

 
  平成１１年に制定された『男女共同参画社会基本法』において、男女が互い

に人権を尊重しつつ責任を分かち合い、性別にかかわりなく、その個性と能力

を十分に発揮することができる男女共同参画社会の実現は、２１世紀の我が国

社会を決定する最重要課題と位置づけられました。 
  釧路市では男女共同参画社会の実現のため、平成９年１１月に「くしろ男女

共同参画プラン」を、平成２０年３月には「くしろ男女平等参画プラン」を策

定し、これに基づき各種施策を推進してまいりました。 
また、平成２３年４月には『釧路市男女平等参画推進条例』を施行しました。

条例では基本理念や市の施策の基本となる事項を定めており、女性にとっても

男性にとっても生きやすい社会実現のため、さまざまな施策を総合的かつ計画

的に展開しているところでございます。 
この度、平成２５年度に予定している「くしろ男女平等参画プラン」の中間

見直しに向けて、市民の皆様に男女平等参画についてのご意見や現状をお聞き

して課題を把握するため、「男女平等参画に関する市民意識調査」を実施し、そ

の結果を本報告書に取りまとめました。 
今回の調査結果につきましては、プラン見直しの基礎資料として活用してま

いりますが、関係機関や団体の皆様におかれましても、男女平等参画社会実現

のための参考資料としてご利用いただければ幸いでございます。 
最後に、この調査にご協力をいただきました多くの市民の皆様に厚くお礼申

し上げますとともに、本市における男女平等参画社会の実現に向け、一層のご

理解とご協力をお願いいたします。 
 
 
平成２５年３月 

 
 
                    釧路市長 蝦 名 大 也 
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Ⅰ 調査のあらまし 
１ 調査の目的 
  本調査は、釧路市の男女平等参画推進について、市民の意見や現状を把握し、平成

２５年度に予定している「くしろ男女平等参画プラン」の中間見直し及び今後の男女

平等参画に関する施策に反映させていくための基礎資料とすることを目的とする。 
 
２ 調査項目 
（１）男女平等について 

 （２）家庭生活について 
 （３）人権について 
 （４）教育について 
 （５）高齢社会・介護について 
 （６）就労について 
 （７）社会参加について 
 
３ 調査対象および調査方法等 

調査対象 釧路市内に居住する 18 歳から 75 歳までの男女 
調 査 数 2,000 人（男女各 1,000 人） 
抽出方法 住民基本台帳より等間隔無作為抽出 
調査方法 郵送配布・郵送回収 
調査期間 平成 24 年 10 月 25 日～11 月 15 日（３週間） 
調査機関 釧路市総合政策部市民協働推進課 

 
４ 回収結果 
 （１）配布数     2,000 件（男女各 1,000 件） 
 （２）回答数      788 件（回収率 39.4％） 
     女   性   413 人（52.4％） 
     男   性   334 人（42.4％） 
     性別無回答    41 人（ 5.2％） 
 
５ 本報告書の見方 
 （１）N とは、回答者数を表しています。 
 （２）比率は、各設問の「無回答」を含む集計対象総数に対する百分率(％)で表示し

ています。 
 （３）比率は、小数点第２位を四捨五入し、小数点第１位まで表示しています。この

ため、比率の合計が 100％にならない場合があります。 
 （４）複数回答ができる設問では、比率の合計が 100％を超える場合があります。 
 （５）前回調査とは、合併前の旧釧路市域における調査（平成１７年９月）のことで

す。 
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無回答

5.2%
無回答
5.2%

無回答

6.1%その他

1.4%

勤め人

36.8%
無職

37.8%
無職

37.8%

パート

11.7%

乳幼児

小・中学生

高校生、大学生

（高専、短大、専門学校含む）

社会人

子どもはいない

無回答

自営業

6.2%

女性

52.4%
男性

42.4%
女性

52.4%
男性

42.4%
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家庭生活の中で

職場の中で

地域活動の場で

学校教育の場で

政治の場で

法律や制度の上で

社会通念・慣習などで
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とても共感できる

まあ共感できる

どちらともいえない

あまり共感できない

まったく共感できない

わからない
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男性女性とも同じように

家事育児を行うのがいい

どちらでも手の空いてい

る方が家事や育児をす

ればいい

家事や育児は主として女

性が行い、男性は女性を

手伝う程度でよい

男性は家事や育児をし

なくてもよい

その他

わからない

無回答
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子育てにかかる費用の負担

が大きいから

結婚しない人が増えたから

結婚年齢が高くなったから

子どもよりも夫婦を中心に結

婚や家庭を考える人が増え

たから

子どもは少なく産んで十分手

をかけて育てたいという人が

増えたから

子育ては女性（妻）の責任に

なっており、男性（夫）の協力

が足りないから

子育てを支援する施設や制

度が十分ではないから

出産育児は精神的・肉体的

負担が大きいから

子育てと仕事の両立が難し

いから

わからない

その他

無回答
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子育てにかかる費用の負担が

大きいから

結婚しない人が増えたから

結婚年齢が高くなったから

子どもよりも夫婦を中心に結

婚や家庭を考える人が増えた

から

子どもは少なく産んで十分手

をかけて育てたいという人が

増えたから

子育ては女性（妻）の責任にな

っており、男性（夫）の協力が

足りないから

子育てを支援する施設や制度

が十分ではないから

出産育児は精神的・肉体的負

担が大きいから

子育てと仕事の両立が難しい

から

わからない

その他
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9.4

3.0 36.8

33.7

4.8 43.7

3.9 45.0

40.1

42.9

3.0 7.8 48.5 36.8

2.4

1.2 0.6

0.2

2.1
6.3 10.9 37.0 33.7女性

男性

4.1

3.9 46.7 4.8 43.7

2.7

0.3

0.2

0.6

4.8 39.2 3.9 45.0女性

男性

11.6

5.1 6.6 46.4 40.1

1.01.73.61.9

0.6 0.30.9
37.3 42.9女性

男性
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家族

友人、知人

警察、弁護士

公的な相談機関

民間の相談機関

同じ意見をした人

医師、カウンセラー

職場の苦情処理機関や

上司・同僚

どこ（誰）にも相談しない

その他

無回答
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法律・制度の制定や見直しを行

う

犯罪の取り締まりを強化する

捜査や裁判などにおける担当

者に女性を増やすなど、被害を

受けた女性が届けやすいような

環境をつくる

被害女性を支援し、暴力に反対

する市民運動を盛り上げる

被害女性のための相談機関や

保護施設を整備する

家庭における男女平等につい

ての教育を充実させる

学校における男女平等につい

ての教育を充実させる

メディアが自主的取り組みを強

化し、暴力を無批判に取り扱わ

ないようにする

過激な暴力表現を扱ったビデオ

ソフト、ゲームソフトなどの販売

や貸し出しを制限する

その他

わからない

無回答
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思う

48.9％

無回答

4.7％

わから

ない

28.9％

思わない

17.5％
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義務教育まで

高等学校・各種学校まで

高専・短期大学・専門学校まで

大学以上

子どもの希望によって可能な限り

わからない

無回答
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健康のこと

経済的なこと

配偶者、親、兄弟姉妹に先立

たれ一人になること

病気の時、面倒をみてくれる

人がいないこと

子どもが同居・扶養してくれる

かどうかわからないこと

安心して住める住宅がないこ

と

公的福祉サービスが十分で

ないこと

適当な仕事がないこと

適当な趣味がないこと

自分の知識、経験などを生か

せる場がないこと

特に不安は感じない

その他

わからない
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家庭で主にホームヘルパーや各種保健福祉サービス

を受け、家族の負担をできるだけ軽くしたい

家庭で主に家族の介護を受け、足りないところをホー

ムヘルパーや各種保健福祉サービスで補いたい

家庭で家族だけの介護を受けたい

老人施設等に入りたい

その他

わからない

無回答
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無回答

3.3％

働いて

いる

56.0％

働いて

いない

40.7％

自分の自由になるお金がほしい（レ

ジャー・娯楽費用など）

生計を維持するため

老後の蓄え

技術・知識を身につけ生かすため

交友関係を広げるため

働くことは当たり前だから

社会に役立ちたい

時間的に余裕があるから

今の仕事が好きだから

家業（自営業であるから）

その他

わからない

無回答
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昇進、教育訓練などに男女の差別的扱いが無くなって

きている

結婚・出産退職の慣行がない

「男は仕事、女は家庭」という社会通念が変化してきて

いる

家族の理解・協力が得やすい

その他

無回答

育児施設が十分整備されている

労働条件が整っている

能力発揮の場が多い

働き場が多い
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昇給・昇進・昇格・教育訓練などの機会が男女で異なっ

ている

配置・転勤・異動が多い

産休・育児休暇が無い、またはとれる雰囲気ではない

結婚・出産退職の慣行がある

上司や同僚によるセクシャル・ハラスメント（嫌がらせ）

がある

その他

無回答

長期間労働、あるいは深夜業務など、条件的に不利な

ことがある

「男は主務、女は補助職」という傾向がある

採用の条件で年齢制限や資格の有無などで働く場が

限られている

−　　−23



結婚出産後は家事・育児に専念

し、子どもの手が離れたら家庭

に影響を与えない程度に働く方

がよい

結婚出産後は家事・育児に専念

し、子どもの手が離れたらもとの

ように働く方がよい

結婚出産後は家庭に影響を与

えない程度に働き続ける方がよ

い

結婚や出産にかかわりなく働き

続ける方がよい

わからない

結婚出産まで働き、その後は家

事や育児に専念した方がよい

女性は家事・育児に専念した方

がよい

−　　−24



男性自身の抵抗感をなくすこと

女性自身の抵抗感をなくすこと

夫婦や家族間でのコミュニケー

ションをよくはかること

年配者やまわりの人が、役割

分担などについての夫婦の考

え方を尊重すること

社会の中で、男性が行う家事な

どについての評価を高めること

労働時間短縮や休暇制度を普

及することで、仕事以外の時間

をより多く持てるようにすること

男性の家事などに関心を高め

るよう啓発を行ったり、研修など

により家事などの技能を高める

こと

男性の子育てなどの仲間（ネッ

トワーク）づくりを進めること

特に必要なことはない

その他

無回答

家庭と仕事の両立などについ

て、男性が相談しやすい窓口を

設けること
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男性自身の抵抗感をなくすこと

その他

女性自身の抵抗感をなくすこと

夫婦や家族間でのコミュニケ

ーションをよくはかること

年配者やまわりの人が、役割

分担などについての夫婦の考

え方を尊重すること

社会の中で、男性が行う家事

などについての評価を高める

こと

労働時間短縮や休暇制度を普

及することで、仕事以外の時

間をより多く持てるようにする

こと

男性の家事などに関心を高め

るよう啓発を行ったり、研修な

どにより家事などの技能を高

めること

男性の子育てなどの仲間（ネッ

トワーク）づくりを進めること

家庭と仕事の両立などについ

て、男性が相談しやすい窓口

を設けること

特に必要なことはない
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他に子育てや介護をする者がいな

い場合は、とることもやむを得ない

家族として当然である

子育てや介護は女性が適している

と思うので、男性がとる必要はない

男性がとるのは体裁が悪い

無回答

家族として当然である

他に子育てや介護をする者が

いない場合は、とることもやむ

を得ない

子育てや介護は女性が適して

いると思うので、男性がとる必

要はない

男性がとるのは体裁が悪い

−　　−27



家族として当然である

他に子育てや介護をする者が

いない場合は、とることもやむ

を得ない

子育てや介護は女性が適して

いると思うので、男性がとる必

要はない

男性がとるのは体裁が悪い
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町内会、自治会活動

無回答

ボランティア活動

子供会、婦人会、ＰＴＡ活動

学習グループ活動

市民活動

消費者運動

宗教活動

趣味やスポーツ団体活動

労働組合活動

その他

参加していない
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労働時間・労働条件の改善

わからない

女性自身の自覚

男性の理解と協力

団体・サークルへの参加

雇用の拡大と経済的な自立

「女なら〜べきだ」といった通念

の改善

家事労働の正当な評価

女性関連の法律や制度の改正

子どもの時からの男女平等教育

職業能力の育成

労働の正当な評価

地域社会への参加

その他

−　　−31



労働時間・労働条件の改善

男性自身の時間

女性の理解と協力

団体・サークルへの参加

雇用の拡大と経済的な自立

「男なら〜べきだ」といった通念

の改善

家事能力の育成と生活の自立

子どもの時からの男女平等教育

暴力的・ポルノ的文化の見直し

職業能力の育成

労働の正当な評価

地域社会への参加

その他

わからない
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男女共同参画社会基本法

育児介護休業法

女性差別撤廃条例

ジェンダー

リプロダクティブ・ヘルス／ライツ（性と生殖に

関する健康・権利）

ポジティブ・アクション（積極的改善措置）

ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）

配偶者からの暴力防止及び被害者の保護に

関する法律（ＤＶ防止法）

北海道男女平等参画推進条例

釧路市男女平等参画推進条例

くしろ男女平等参画プラン

男女雇用機会均等法

見たり聞いたりしたものはない
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◆全体を通して ～前回調査と比較して～ 
 ①「男女の地位の平等感について」は、全ての分野で“男性優遇”が減少しており、

特に「職場」「社会通念や慣習」「家庭生活」で減少が目立っている。 
②固定的性別役割分担意識については、共感しない人の割合が増加し、性別による役 
割分担意識が少しずつ薄れてきている。特に「共働き家庭での役割分担」では、「ど 
ちらでも手の空いている方が家事や育児をすればいい」とする考えが男女や年齢に

関係なく増えている。 
③「家庭内の仕事の分担について」は、依然としてほとんどの項目で主に「女性」が 
担っている割合が高くなっているが減少傾向にはある。いずれの分野も「男性」あ

るいは「夫婦が平等に」の割合が少しずつ増加しており、わずかではあるが男女平

等参画が進んでいる。 
④「人権について」は、DV、セクシャル・ハラスメントの被害を自身が受けた人の 
割合は前回調査より減っているが、まだ１割くらいの人が被害にあっているという

結果がでており、前回調査同様、被害女性のための相談機関や保護施設の整備を求

める声が大きかった。 
⑤「高齢化社会・介護について」は、依然として「健康のこと」や「経済的なこと」 
で老後の生活に不安を感じている人が多く、「公的福祉サービスが十分でないこと」 
も不安と感じている。自身や家族の介護については、多くの人が「できるだけ家族

の負担を軽くしたい」と考えており、「介護・医療保障の充実」や「公的年金の充

実」を強く望んでいる。 
⑥「女性の就労について」は、「女性が働きやすい環境にある」と感じている人が前 
回調査より大幅に増加しているが、女性が働くことと家庭との関係では「結婚出産

後は家事・育児に専念し、子どもの手が離れたら家庭に影響を与えない程度に働く

方がよい」と考える人が多い。働く環境は改善されてきているが、現実では、女性

には仕事よりも家庭生活優先を望む声が大きい結果となっている。仕事と家庭の両

立のためには、「夫婦や家族間でのコミュニケーションをよくはかること」が必要

と考えている人が多くなっている。 
⑦男性が育児休業や介護休業を取ることについては、「他にいない場合はとることも 
やむを得ない」と考えている人が男女とも５割を占めてはいるが、まだまだ男性が

育児休業や介護休業を取ることへの抵抗感は消えないようである。 
⑧「社会参加について」は、４割強の人が仕事以外の社会活動に参加していないと回 
答しており、仕事が忙しい、経済的な余裕がないなどの理由が推測できる。社会的

条件の改善のためには、労働時間・労働条件の改善や安定的な雇用の確保による経

済的自立が必要と過半数の人が考えている。 
⑨今回の調査で、「釧路市男女平等参画推進条例」や「くしろ男女平等参画プラン」 
の認知度の低さを数字で確認することができたことから、今後一層、条例の周知を

はじめとした啓発が重要になると考えられる。 
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【
Ⅰ
 
男
女
平
等
に
つ
い
て
お
た
ず
ね
し
ま
す
】

 
問
１
 
 
あ
な
た
は
次
の
ア
～
キ
に
あ
げ
る
分
野
で
、
男
女
の
地
位
は
平
等
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
。

 
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
１
～
６
の
中
か
ら
１
つ
ず
つ
選
ん
で
番
号
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

 
 

        

男 性 の 方 が 非 常 に 優 遇 

さ れ て い る 

ど ち ら か と い え ば 男 性 

の 方 が 優 遇 さ れ て い る 

平 等 に な っ て い る 

ど ち ら か と い え ば 女 性 
の 方 が 優 遇 さ れ て い る 

女 性 の 方 が 非 常 に 優 遇 

さ れ て い る 
わ か ら な い 

ア
 

家
庭
生
活
の
中
で

 
01

 
02

 
03

 
04

 
05

 
06

 

イ
 

職
場
の
中
で

 
01

 
02

 
03

 
04

 
05

 
06

 

ウ
 

地
域
活
動
の
場
で

 
01

 
02

 
03

 
04

 
05

 
06

 

エ
 

学
校
教
育
の
場
で

 
01

 
02

 
03

 
04

 
05

 
06

 

オ
 

政
治
の
場
で

 
01

 
02

 
03

 
04

 
05

 
06

 

カ
 

法
律
や
制
度
の
上
で

 
01

 
02

 
03

 
04

 
05

 
06

 

キ
 

社
会
通
念
・
慣
習
な
ど
で

 
01

 
02

 
03

 
04

 
05

 
06

 
  問
２
 
 
家
庭
内
の
役
割
に
つ
い
て
、「

男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
ま
す
が
、
あ
な
た
は
共
感

 
で
き
ま
す
か
。（

○
は
１
つ
だ
け
）

 
 

01
 

と
て
も
共
感
で
き
る

 
04

 
あ
ま
り
共
感
で
き
な
い

 

02
 

ま
あ
共
感
で
き
る

 
05

 
全
く
共
感
で
き
な
い

 

03
 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

 
06

 
わ
か
ら
な
い

 
  問
３
 
 
一
般
的
に
、
共
働
き
家
庭
で
の
家
事
や
育
児
の
役
割
分
担
に
つ
い
て
、
あ
な
た
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
。

 
 
 
 
（
○
は
１
つ
だ
け
）

 
 

01
 

男
性
女
性
と
も
同
じ
よ
う
に
家
事
や
育
児
を
行
う
の
が
よ
い

 

02
 

ど
ち
ら
で
も
手
の
あ
い
て
い
る
方
が
家
事
や
育
児
を
す
れ
ば
よ
い

 

03
 

家
事
や
育
児
は
主
と
し
て
女
性
が
行
い
、
男
性
は
女
性
を
手
伝
う
程
度
で
よ
い

 

04
 

男
性
は
家
事
や
育
児
を
し
な
く
て
も
よ
い

 

05
 

そ
の
他
（
具
体
的
に
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

06
 

わ
か
ら
な
い

 
  

 

男
女
平
等
参
画
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査

 

～
 
ア
ン
ケ
ー
ト
 
ご
協
力
の
お
願
い
 
～

 

  
 
日
頃
か
ら
、
市
政
に
対
し
ま
し
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 
  
 
釧
路
市
で
は
、
男
女
が
と
も
に
創
り
あ
げ
る
社
会
を
目
指
し
て
、
平
成
９
年
１
１
月
に
「
く
し
ろ
男
女
共
同
参
画
プ
ラ

ン
」
を
、
平
成
２
０
年
３
月
に
「
く
し
ろ
男
女
平
等
参
画
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
様
々
な
施
策
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

 
 
 
ま
た
、
釧
路
市
に
お
け
る
男
女
平
等
参
画
の
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
を
示
し
、
様
々
な
施
策
を
総
合
的
か
つ
計

画
的
に
推
進
す
る
た
め
、
平
成
２
２
年
１
２
月
１
５
日
に
「
釧
路
市
男
女
平
等
参
画
推
進
条
例
」
を
制
定
し
、
平
成
２
３

年
４
月
１
日
よ
り
施
行
い
た
し
ま
し
た
。

 
  
 
こ
の
た
び
、
平
成
２
５
年
度
に
予
定
し
て
お
り
ま
す
現
行
プ
ラ
ン
の
中
間
見
直
し
に
向
け
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
男
女

平
等
参
画
に
対
す
る
お
考
え
や
ご
意
見
、
現
状
を
幅
広
く
お
伺
い
し
、
今
後
の
施
策
を
検
討
す
る
う
え
で
の
基
礎
的
な
資

料
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
市
民
意
識
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

 
 
 
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
１
７
年
７
月
（
旧
釧
路
市
）
と
平
成
１
８
年
７
月
（
旧
阿
寒
町
・
旧
音

別
町
）
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
を
基
本
に
、「

釧
路
市
男
女
平
等
参
画
審
議
会
」
で
の
ご
意
見
を
得
て
作
成
い
た
し

ま
し
た
。

 
 
 
お
忙
し
い
と
こ
ろ
誠
に
恐
れ
入
り
ま
す
が
、
調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
同
封
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
回
答
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 
  
 
 
 
平
成
２
４
年
１
０
月

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
釧
路
市
長
 
蝦
名
 
大
也

 
  
 
≪
ご
回
答
を
い
た
だ
く
方
へ
≫

 
                     

◆
 
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い
し
て
い
る
の
は
、
平
成
２
４
年
１
０
月
１
日
現
在
、
釧
路
市
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
方

の
中
か
ら
、
無
作
為
に
抽
出
し
た
１
８
歳
か
ら
７
５
歳
ま
で
の
男
女
各

1,
00

0
人
、
合
計

2,
00

0
人
の
方
々
で
す
。

 ◆
 
皆
さ
ま
の
ご
回
答
は
、
全
て
統
計
的
に
処
理
い
た
し
ま
す
の
で
、
個
人
の
ご
意
見
が
そ
の
ま
ま
発
表
さ
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
が
目
的
以
外
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 
 

◆
 
必
ず
ご
自
身
で
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ご
自
身
の
お
考
え
で
お
答
え
く
だ
さ
い
。
ご
記
入
で
き
な
い
事
情
が

あ
る
場
合
は
そ
の
ま
ま
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

 
 

◆
 
回
答
は
、
１
０
月
１
日
現
在
で
記
入
し
、
あ
て
は
ま
る
欄
、
番
号
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

 
 

◆
 
回
答
用
紙
は
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
に
お
入
れ
い
た
だ
き
密
封
し
て
、
１
１
月
１
５
日
（
木
）
ま
で
に
切
手
を
貼

ら
ず
に
ポ
ス
ト
に
投
函
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 
 

◆
 
こ
の
調
査
に
つ
い
て
の
ご
質
問
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
下
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【
問
合
せ
先
】
釧
路
市
総
合
政
策
部
市
民
協
働
推
進
課

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
電
話
 
３
１
－
４
５
０
４
．
 
Ｆ
Ａ
Ｘ
 
２
３
－
５
２
２
０

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

E-
m

ai
l 

  
sh

i-s
hi

m
in

ky
ou

do
u@

cit
y.k

us
hi

ro
.lg

.jp
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問
６
 
 
あ
な
た
が
「
少
子
化
」
の
原
因
と
し
て
感
じ
て
い
る
も
の
を
次
の
中
か
ら
選
ん
で
そ
の
番
号
に
○
を
つ
け
て

 
く
だ
さ
い
。（

○
は
い
く
つ
で
も
）

 
 

01
 

子
育
て
に
か
か
る
費
用
の
負
担
が
大
き
い
か
ら

 

02
 

結
婚
し
な
い
人
が
増
え
た
か
ら

 

03
 

結
婚
年
齢
が
高
く
な
っ
た
か
ら

 

04
 

子
ど
も
よ
り
も
夫
婦
を
中
心
に
結
婚
や
家
庭
を
考
え
る
人
が
増
え
た
か
ら

 

05
 

子
ど
も
は
少
な
く
産
ん
で
十
分
手
を
か
け
て
育
て
た
い
と
い
う
人
が
増
え
た
か
ら

 

06
 

子
育
て
は
女
性
（
妻
）
の
責
任
に
な
っ
て
お
り
、
男
性
（
夫
）
の
協
力
が
足
り
な
い
か
ら

 

07
 

子
育
て
を
支
援
す
る
施
設
や
制
度
が
十
分
で
は
な
い
か
ら

 

08
 

出
産
育
児
は
精
神
的
・
肉
体
的
負
担
が
大
き
い
か
ら

 

09
 

子
育
て
と
仕
事
の
両
立
が
難
し
い
か
ら

 

10
 

わ
か
ら
な
い

 

11
 

そ
の
他
（
具
体
的
に
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

    【
Ⅲ
 
人
権
に
つ
い
て
お
た
ず
ね
し
ま
す
】

 
問
７
 
 
あ
な
た
は
配
偶
者
・
特
定
の
交
際
相
手
が
い
ま
す
か
。

 
 

01
 

配
偶
者
が
い
る

 
02

 
特
定
の
交
際
相
手
が
い
る

 
03

 
い
な
い

 
  問
８
 
 
あ
な
た
は
、
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
、
配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
）、

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
（
若
者
の

間
で
交
際
相
手
か
ら
ふ
る
わ
れ
る
暴
力
）
や
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
セ
ク
ハ
ラ
、
性
的
嫌
が
ら
せ
）
に

つ
い
て
身
近
で
見
聞
き
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
ア
～
ウ
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
該
当
す
る
も
の
を
１
つ
ず
つ
選

ん
で
番
号
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

 
 

 
ア
：
Ｄ
Ｖ

 
イ
：
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ

 
ウ
：
セ
ク
ハ
ラ

自
分
が
直
接
被
害
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る

 
01

 
01

 
01

 

相
談
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る

 
02

 
02

 
02

 

被
害
を
受
け
た
人
を
知
っ
て
い
る

 
03

 
03

 
03

 

身
近
に
被
害
を
受
け
た
人
は
い
な
い

 
04

 
04

 
04

 

言
葉
自
体
を
知
ら
な
い

 
05

 
05

 
05

 

自
分
が
加
害
者
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る

 
06

 
06

 
06

 

 

【
Ⅱ
 
家
庭
生
活
に
つ
い
て
お
た
ず
ね
し
ま
す
】

 
問
４
 
 
あ
な
た
の
世
帯
構
成
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。
あ
て
は
ま
る
番
号
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

 
 
 
 
（
○
は
１
つ
だ
け
）

 
 

01
 

一
人
暮
ら
し

 

02
 

夫
婦
の
み

 

03
 

親
と
子
ど
も
（
２
世
代
世
帯
）

 

04
 

親
と
子
ど
も
と
祖
父
母
（
３
世
代
世
帯
）

 

05
 

そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 
 
※
「

01
一
人
暮
ら
し
」
と
答
え
た
方
は
、
問
６
に
お
進
み
く
だ
さ
い
。

 
   問
５
 
 
あ
な
た
の
家
庭
で
は
、
次
の
ア
～
シ
に
あ
げ
る
仕
事
は
主
に
ど
な
た
が
し
て
い
ま
す
か
。

 
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
該
当
す
る
も
の
を
１
つ
ず
つ
選
ん
で
番
号
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

 
 

       

自 分 

配 偶 者 

夫 婦 が 平 等 に 

子 ど も ま た は そ の 配 偶 者 

家 族 全 員 

そ の 他 

こ の 家 事 自 体 が な い 

ア
 

炊
事

 
01

 
02

 
03

 
04

 
05

 
06

 
07

 

イ
 

洗
濯

 
01

 
02

 
03

 
04

 
05

 
06

 
07

 

ウ
 

掃
除

 
01

 
02

 
03

 
04

 
05

 
06

 
07

 

エ
 

雪
か
き

 
01

 
02

 
03

 
04

 
05

 
06

 
07

 

オ
 

ゴ
ミ
出
し

 
01

 
02

 
03

 
04

 
05

 
06

 
07

 

カ
 

日
常
の
買
い
物

 
01

 
02

 
03

 
04

 
05

 
06

 
07

 

キ
 

簡
単
な
大
工
仕
事
や
電
気
器
具
の
修
理

 
01

 
02

 
03

 
04

 
05

 
06

 
07

 

ク
 

子
ど
も
の
世
話
・
し
つ
け

 
01

 
02

 
03

 
04

 
05

 
06

 
07

 

ケ
 

家
族
の
介
護

 
01

 
02

 
03

 
04

 
05

 
06

 
07

 

コ
 

家
計
の
管
理

 
01

 
02

 
03

 
04

 
05

 
06

 
07

 

サ
 

学
校
行
事
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

 
01

 
02

 
03

 
04

 
05

 
06

 
07

 

シ
 

地
域
活
動
・
近
所
付
き
合
い

 
01

 
02

 
03

 
04

 
05

 
06

 
07
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問
１
０
 
 
性
犯
罪
、
売
買
春
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
に

 
 
 
 
 
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
あ
な
た
は
、
女
子
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら

 
良
い
と
思
い
ま
す
か
。（

○
は
い
く
つ
で
も
）

 
 

01
 

法
律
・
制
度
の
制
定
や
見
直
し
を
行
う

 

02
 

犯
罪
の
取
り
締
ま
り
を
強
化
す
る

 

03
 

捜
査
や
裁
判
に
お
け
る
担
当
者
に
女
性
を
増
や
す
な
ど
、
被
害
を
受
け
た
女
性
が
届
け
や
す
い
よ
う
な
環
境

を
つ
く
る

 
04

 
被
害
女
性
を
支
援
し
、
暴
力
に
反
対
す
る
市
民
運
動
を
盛
り
上
げ
る

 

05
 

被
害
女
性
の
た
め
の
相
談
機
関
や
保
護
施
設
を
整
備
す
る

 

06
 

家
庭
に
お
け
る
男
女
平
等
に
つ
い
て
の
教
育
を
充
実
さ
せ
る

 

07
 

学
校
に
お
け
る
男
女
平
等
に
つ
い
て
の
教
育
を
充
実
さ
せ
る

 

08
 

メ
デ
ィ
ア

(テ
レ
ビ
、
新
聞
、
雑
誌
な
ど

)が
自
主
的
取
り
組
み
を
強
化
し
、
暴
力
を
無
批
判
に
取
り
扱
わ
な

い
よ
う
に
す
る

 
09

 
過
激
な
暴
力
表
現
を
扱
っ
た
ビ
デ
オ
ソ
フ
ト
、
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
な
ど
の
販
売
や
貸
し
出
し
を
制
限
す
る

 

10
 

そ
の
他
（
具
体
的
に
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

11
 

わ
か
ら
な
い

 
     【
Ⅳ
 
教
育
に
つ
い
て
お
た
ず
ね
し
ま
す
】

 
 
 
★
こ
れ
か
ら
の
質
問
に
は
お
子
さ
ん
が
い
る
、
い
な
い
に
関
わ
ら
ず
お
答
え
く
だ
さ
い
。

 
 
 
 
お
子
さ
ん
の
い
な
い
方
は
い
る
と
仮
定
し
て
お
答
え
く
だ
さ
い
。

 
 問
１
１
 
 
あ
な
た
は
学
校
で
男
女
が
平
等
に
教
育
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
。（

○
は
１
つ
だ
け
）

 
 

01
 

思
う

 
02

 
思
わ
な
い

 
03

わ
か
ら
な
い

 

  問
１
２
 
 
問
１
１
で
「

02
 
思
わ
な
い
」
に
○
を
つ
け
た
方
に
お
た
ず
ね
し
ま
す
。

 
 
 
 
 
学
校
で
男
女
が
不
平
等
だ
と
思
わ
れ
る
番
号
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。（

○
は
い
く
つ
で
も
）

 
 

01
 

名
簿
が
男
女
別
で
男
子
が
先

 
06

学
芸
会
・
文
化
祭
で
の
役
柄

 

02
 

服
装

 
07

言
葉
遣
い
な
ど
に
対
す
る
先
生
の
注
意
の
仕
方

 

03
 

運
動
会
・
陸
上
競
技
大
会
な
ど
の
種
目

 
08

学
習
指
導
の
あ
り
方

 

04
 

学
級
委
員
の
選
び
方
と
係
活
動
の
分
担

 
09

進
路
指
導
の
あ
り
方

 

05
 

名
前
の
呼
び
方

 
10

そ
の
他
（
具
体
的
に
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 

問
９
 
 

 
 
 
 

 
01

 

02
 

03
 

04
 

05
 

 

ド
メ

 
 
 
 へ 止 か 暴  な さ ん

   
 
 
デ

ー

 
 
 
 

 
 
 
い

 
 
 
な

 
 
 
る

 
 
 
な

 
 
 
辞 し

  
 
 
セ

ク

 
 
 
 

 
 
 
て 行 質

 
 
 
を

 
 
 
 事

 

も
し
、
あ
な

被
害
に
あ
っ

家
族

 

友
人
、
知
人

警
察
、
弁
護

公
的
な
相
談

民
間
の
相
談

 
 
 
 
 
 

メ
ス

テ
ィ
ッ
ク

・バ

一
般
的
に
親
密

へ
の
暴
力
の
こ

Ｄ
Ｖ
に
よ
る
被

止
法
）」

に
よ
り

か
ら
の
暴
力
で

暴
力
を
受
け
る
場

Ｄ
Ｖ
防
止
法

（
身
体
に
対
す

な
影
響
を
及
ぼ
す

さ
れ
る
も
の
で

ん
な
形
で
あ
っ

ー
ト

Ｄ
Ｖ

っ
て

何

高
校
生
や
大
学

い
い
ま
す
。
デ
ー

な
ど
の
身
体
的
暴

る
・
携
帯
電
話

な
ど
の
性
的
暴

辞
め
さ
せ
る
な

し
よ
う
と
す
る
態

ク
シ

ュ
ア

ル
・ハ

セ
ク
シ
ュ
ア
ル

て
使
わ
れ
て
い

行
わ
れ
る
場
合

質
の
言
動
を
行

を
繰
り
返
す
こ

20
06
（
平
成

事
業
主
の
措
置

用
語

解た
が
ド
メ
ス
テ

た
と
き
は
、
ど

人
 

護
士

 

談
機
関

 

談
機
関

 

 
 
 
 
 
 
 

バ
イ

オ
レ

ン
ス

密
と
い
わ
れ
る

と
を
い
い
ま
す

被
害
者
に
つ
い

り
保
護
が
図
ら
れ

あ
り
、
恋
人
間

場
合
は
、
保
護

に
お
い
て
「
配

る
不
法
な
攻
撃

ぼ
す
言
動
に
該
当

は
あ
り
ま
せ
ん

て
も
、
暴
力
は

何
？

 

学
生
な
ど
の
若

ー
ト
Ｄ
Ｖ
の
暴

暴
力
、
バ
カ
に

を
チ
ェ
ッ
ク
す

力
、
デ
ー
ト
の

ど
の
経
済
的
暴

態
度
や
行
動
の

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ま
す
。
男
性
が

が
あ
り
ま
す
。

い
、
そ
れ
に
対

と
に
よ
っ
て
就

18
）
年
の
改
正

義
務
に
強
化
さ

解
説

・・
・ 

テ
ィ
ッ
ク
・
バ

ど
こ
（
誰
）
に

 
 
 
 
 
 
 

ス
（Ｄ

Ｖ
）っ

て
・

る
関
係
に
あ
る

す
。
 

い
て
は
、「

配
偶

れ
て
い
ま
す
。

間
の
暴
力
に
つ

護
の
対
象
と
な

配
偶
者
か
ら
の

撃
で
、
生
命
又

当
す
る
行
動
で

ん
。
精
神
的
、

は
相
手
の
尊
厳

若
者
の
間
で
、

暴
力
と
は
、
殴

に
す
る
・
傷
つ

す
る
な
ど
の
精

の
費
用
を
い
つ

暴
力
の
よ
う
な

の
こ
と
を
い
い

ト
っ
て

・・
・ 

メ
ン
ト
は
「
性

が
女
性
に
対
し

セ
ク
シ
ュ
ア

対
す
る
対
応
に

就
業
環
境
を
著

正
男
女
雇
用
機

さ
れ
ま
し
た
。

 

バ
イ
オ
レ
ン
ス
、

に
相
談
し
ま
す
か 0 0 0 0 1

 
 
 
 
 
 
 
 

・・
・ 

る
人
（
配
偶
者
、

偶
者
か
ら
の
暴

た
だ
し
、
そ

い
て
は
適
用
さ

な
り
ま
す
。）

の
暴
力
」
と
は
、

又
は
身
体
に
危
害

で
あ
る
と
規
定
さ

経
済
的
、
社
会

厳
を
傷
つ
け
る
、

交
際
相
手
か
ら

殴
る
・
け
る
・
た

つ
く
こ
と
を
言
う

精
神
的
暴
力
、
キ

つ
も
払
わ
せ
る

な
行
為
に
よ
り
、

い
ま
す
。
 

性
的
嫌
が
ら
せ
」

し
て
行
う
場
合
が

ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

に
よ
っ
て
仕
事
を

著
し
く
悪
化
さ
せ

機
会
均
等
法
で

 

、
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ

か
。（

○
は
い

06
同
じ
経
験

07
医
師
、

08
職
場
の
苦

09
ど
こ
（
誰

10
そ
の
他

 
 
 
 
 
 
 

、
内
縁
の
夫
・

暴
力
の
防
止
及
び

の
対
象
と
さ
れ

さ
れ
ま
せ
ん
。

、
Ｄ
Ｖ
加
害
者

害
を
及
ぼ
す
も

さ
れ
て
お
り
、

会
的
、
性
的
な

、
重
大
な
人
権

ら
ふ
る
わ
れ
る

た
た
く
・
髪
を

う
・
怒
鳴
る
・

キ
ス
や
性
行
為

・
借
り
た
お
金

、相
手
を
自
分
の

」
と
い
う
意
味

が
ほ
と
ん
ど
で

メ
ン
ト
の
概
念

を
す
る
上
で
一

せ
る
こ
と
」
と

、
セ
ク
シ
ュ
アＶ
、
セ
ク
シ
ュ

く
つ
で
も
）

 

経
験
を
し
た
人

 

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

苦
情
処
理
機
関

誰
）
に
も
相
談

（
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

妻
、
婚
約
者

び
被
害
者
の
保

れ
て
い
る
の
は

（
離
婚
の
後
、
元

者
で
あ
る
配
偶
者

も
の
）
又
は
②

殴
る
、
蹴
る

な
ど
、
あ
ら
ゆ

権
侵
害
で
す
。
 

る
暴
力
の
こ
と

を
引
っ
張
る
・
腕

脅
す
・
友
だ

為
を
強
要
す
る

金
を
返
さ
な
い

の
思
い
ど
お
り

味
で
、
一
般
的

で
す
が
、
女
性
か

念
は
、「

相
手
方

一
定
の
不
利
益

と
説
明
さ
れ
て

ア
ル
・
ハ
ラ
ス

ア
ル
・
ハ
ラ
ス

ー
 

関
や
上
司
・
同

談
し
な
い

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

、
恋
人
な
ど
）

保
護
に
関
す
る
法

は
、
配
偶
者
や
内

元
配
偶
者
か
ら

者
の
①
身
体
に

②
こ
れ
に
準
ず
る

な
ど
の
身
体
的

る
暴
力
が
含
ま

を
「
デ
ー
ト
Ｄ

腕
な
ど
を
強
く

ち
づ
き
あ
い
を

・
避
妊
に
協
力

・
バ
イ
ト
を
無

り
に
支
配（

コ
ン

に
は
「
セ
ク
ハ

か
ら
男
性
へ
、

方
の
意
に
反
し
た

を
与
え
た
り
、

い
ま
す
。
 

ス
メ
ン
ト
防
止
策ス
メ
ン
ト
の

 

同
僚

 

 
 
 
 
 
）

 
 
 
 

か
ら
他
方
 

法
律
（
Ｄ
Ｖ
防

内
縁
の
夫
・
妻

ら
引
き
続
い
て

に
対
す
る
暴
力

る
心
身
に
有
害

的
暴
力
に
限
定

ま
れ
ま
す
。
ど

Ｄ
Ｖ
」
と
 

く
つ
か
む
 

を
制
限
す
 

力
し
な
い
 

無
理
や
り
 

ン
ト
ロ
ー
ル
）

ハ
ラ
」
と
略
し

同
性
間
で
も

た
、
性
的
な
性

ま
た
は
そ
れ

策
が
、
 

）  

防
 

妻 て 力
 

害
 

定
 

ど
  

し
 

も
 

性
 

れ
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【
Ⅴ
 
高
齢
社
会
・
介
護
に
つ
い
て
お
た
ず
ね
し
ま
す
】

 
 問
１
５
 
 
あ
な
た
ご
自
身
の
老
後
の
生
活
に
関
し
て
不
安
を
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

 
 
 
 
 
次
の
中
か
ら
あ
て
は
ま
る
も
の
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。（

○
は
い
く
つ
で
も
）

 
 

01
 

健
康
の
こ
と

 
02

 
経
済
的
な
こ
と

 
03

 
配
偶
者
、
親
、
兄
弟
姉
妹
に
先
立
た
れ
一
人
に
な
る
こ
と

 
04

 
病
気
の
時
、
面
倒
を
み
て
く
れ
る
人
が
い
な
い
こ
と

 
05

 
子
ど
も
が
同
居
・
扶
養
し
て
く
れ
る
か
ど
う
か
が
わ
か
ら
な
い
こ
と

 
06

 
安
心
し
て
住
め
る
住
宅
が
な
い
こ
と

 
07

 
公
的
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
十
分
で
な
い
こ
と

 
08

 
適
当
な
仕
事
が
な
い
こ
と

 
09

 
適
当
な
趣
味
が
な
い
こ
と

 
10

 
自
分
の
知
識
、
経
験
な
ど
を
生
か
せ
る
場
が
な
い
こ
と

 
11

 
特
に
不
安
は
感
じ
な
い

 
12

 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
13

 
わ
か
ら
な
い

 
  問
１
６
 
 
ご
自
身
あ
る
い
は
ご
家
族
が
も
し
も
介
護
を
必
要
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
ど
の
よ
う
に
し
て
も
ら
い

 
た
い
で
す
か
。（

○
は
１
つ
だ
け
）

 
 

01
 

家
庭
で
家
族
だ
け
の
介
護
を
受
け
た
い

 

02
 

家
庭
で
主
に
家
族
の
介
護
を
受
け
、
足
り
な
い
と
こ
ろ
を
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
や
各
種
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス

 
で
補
い
た
い

 

03
 

家
庭
で
主
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
や
各
種
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
、
家
族
の
負
担
を
で
き
る
だ
け
軽
く

 
し
た
い

 
04

 
老
人
施
設
等
に
入
り
た
い

 
05

 
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
06

 
わ
か
ら
な
い

 
 問
１
７
 
 
ご
自
身
の
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
、
あ
な
た
の
家
で
は
主
に
ど
な
た
が
介
護
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
か
。

 
 
 
 
 
（
○
は
１
つ
だ
け
）

 
 

01
 

父
親

 
06

息
子

 

02
 

母
親

 
07

息
子
の
配
偶
者

 

03
 

配
偶
者

 
08

家
族
全
員

 

04
 

娘
 

09
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

05
 

娘
の
配
偶
者

 
10

わ
か
ら
な
い

 
 

 

問
１
３
 
 
女
の
子
・
男
の
子
に
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
程
度
ま
で
教
育
を
受
け
さ
せ
た
い
と
考
え
ま
す
か
。

 
 
 
 
 
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
か
ら
１
つ
ず
つ
選
ん
で
そ
の
番
号
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

 
 

女 の 子 

01
 

義
務
教
育
ま
で

 
04

大
学
以
上

 

02
 

高
等
学
校
・
各
種
学
校
ま
で

 
05

子
ど
も
の
希
望
に
よ
っ
て
可
能
な
限
り

 

03
 

高
専
・
短
期
大
学
・
専
門
学
校
ま
で

 
06

わ
か
ら
な
い

 

男 の 子 

01
 

義
務
教
育
ま
で

 
04

大
学
以
上

 

02
 

高
等
学
校
・
各
種
学
校
ま
で

 
05

子
ど
も
の
希
望
に
よ
っ
て
可
能
な
限
り

 

03
 

高
専
・
短
期
大
学
・
専
門
学
校
ま
で

 
06

わ
か
ら
な
い

 
    問
１
４
 
 
性
教
育
に
つ
い
て
家
庭
や
学
校
で
教
え
る
べ
き
も
の
は
ど
れ
だ
と
思
い
ま
す
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
か
ら
あ
な

た
が
重
要
だ
と
思
う
も
の
を
２
つ
ず
つ
選
ん
で
そ
の
番
号
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

 
 

家

 

庭 

01
 

男
女
の
性
別
の
違
い

 
07

性
交

 

02
 

自
分
の
身
体
の
大
切
さ

 
08

避
妊

 

03
 

身
体
の
変
化

 
09

性
感
染
症

(エ
イ
ズ
・
淋
病
・
ク
ラ
ミ
ジ
ア
等

)

04
 

交
際
の
モ
ラ
ル

 
10

性
教
育
は
必
要
な
い

 

05
 

新
し
い
生
命
の
芽
生
え

 
11

そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

06
 

妊
娠
・
出
産

 
12

わ
か
ら
な
い

 

学

 

校 

01
 

男
女
の
性
別
の
違
い

 
07

性
交

 

02
 

自
分
の
身
体
の
大
切
さ

 
08

避
妊

 

03
 

身
体
の
変
化

 
09

性
感
染
症

(エ
イ
ズ
・
淋
病
・
ク
ラ
ミ
ジ
ア
等

)

04
 

交
際
の
モ
ラ
ル

 
10

性
教
育
は
必
要
な
い

 

05
 

新
し
い
生
命
の
芽
生
え

 
11

そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

06
 

妊
娠
・
出
産

 
12

わ
か
ら
な
い
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問
２
１
－
１
 
 
問
２
１
で
「

01
 大

変
働
き
や
す
い
」「

02
 あ

る
程
度
働
き
や
す
い
」
に
○
を
つ
け
ら
れ
た
方
に

 
 
 
 
 
 
 
お
聞
き
し
ま
す
。
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
理
由
か
ら
で
す
か
。（

○
は
い
く
つ
で
も
）

 
 

01
 

働
き
場
が
多
い

 

02
 

能
力
発
揮
の
場
が
多
い

 

03
 

労
働
条
件
が
整
っ
て
い
る

 

04
 

育
児
施
設
が
十
分
整
備
さ
れ
て
い
る

 

05
 

昇
進
、
教
育
訓
練
な
ど
に
男
女
の
差
別
的
扱
い
が
無
く
な
っ
て
き
て
い
る

 

06
 

結
婚
・
出
産
退
職
の
慣
行
が
な
い

 

07
 

「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
と
い
う
社
会
通
念
が
変
化
し
て
き
て
い
る

 

08
 

家
族
の
理
解
。
協
力
が
得
や
す
い

 

09
 

そ
の
他
（
具
体
的
に
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
） 

 問
２
１
－
２
 
 
問
２
１
で
「

03
 働

き
に
く
い
」「

04
 大

変
働
き
に
く
い
」
に
○
を
つ
け
ら
れ
た
方
に
お
聞
き

 
し
ま
す
。「

働
き
に
く
い
」
に
は
、
ど
の
よ
う
な
原
因
が
考
え
ら
れ
ま
す
か
。

 
 
 
 
 
 
 
 
次
の
中
か
ら
あ
な
た
の
職
場
で
あ
て
は
ま
る
と
感
じ
て
い
る
も
の
を
選
ん
で
そ
の
番
号
に
○
を

 
つ
け
て
く
だ
さ
い
。（

○
は
い
く
つ
で
も
）

 
01

 
採
用
の
条
件
で
年
齢
制
限
や
資
格
の
有
無
な
ど
で
働
く
場
が
限
ら
れ
て
い
る

 

02
 

「
男
は
主
務
、
女
は
補
助
職
」
と
い
う
傾
向
が
あ
る

 

03
 

長
時
間
労
働
、
あ
る
い
は
深
夜
業
務
な
ど
、
条
件
的
に
不
利
な
こ
と
が
あ
る

 

04
 

昇
級
・
昇
進
・
昇
格
・
教
育
訓
練
な
ど
の
機
会
が
男
女
で
異
な
っ
て
い
る

 

05
 

配
置
・
転
勤
・
異
動
が
多
い

 

06
 

産
休
・
育
児
休
暇
が
無
い
、
ま
た
は
と
れ
る
雰
囲
気
で
は
な
い

 

07
 

結
婚
・
出
産
退
職
の
慣
行
が
あ
る

 

08
 

上
司
や
同
僚
に
よ
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
嫌
が
ら
せ
）
が
あ
る

 

09
 

そ
の
他
（
具
体
的
に
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
） 

※
 
問
２
３
に
お
進
み
く
だ
さ
い
。

 
 問
２
２
 
 
現
在
働
い
て
い
な
い
方
に
お
聞
き
し
ま
す
。
あ
な
た
が
お
仕
事
に
つ
い
て
い
な
い
理
由
は
何
で
す
か
。

 
 
 
 
 
（
○
は
２
つ
）

 
01

 
家
族
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い

 
07

仕
事
以
外
に
し
た
い
こ
と
が
あ
る

 

02
 

健
康
に
自
信
が
な
い

 
08

定
年
退
職
、
高
齢
だ
か
ら

 

03
 

病
人
・
高
齢
者
の
世
話
を
す
る
た
め

 
09

働
き
た
い
と
は
思
わ
な
い

 

04
 

子
ど
も
に
手
が
か
か
る

 
10

経
済
的
に
必
要
が
な
い

 

05
 

家
事
・
育
児
に
専
念
し
て
い
る

 
11

採
用
し
て
く
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い

 

06
 

適
当
な
条
件
の
と
こ
ろ
が
見
つ
か
ら
な
い

 
12

そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

※
 
問
２
３
に
お
進
み
く
だ
さ
い
。

 

 

問
１
８
 
 
あ
な
た
は
現
在
の
高
齢
社
会
に
、
ど
の
よ
う
な
対
策
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
か
。（

○
は
２
つ
）

 
 

01
 

公
的
年
金
の
充
実

 
06

介
護
休
暇
の
保
障

 

02
 

介
護
・
医
療
保
障
の
充
実

 
07

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成

 

03
 

老
人
ホ
ー
ム
な
ど
入
所
型
の
施
設
の
充
実

 
08

特
に
な
い

 

04
 

生
き
が
い
対
策

 
09

そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

05
 

雇
用
対
策

 
10

わ
か
ら
な
い

 
     【
Ⅵ
 
就
労
に
つ
い
て
お
た
ず
ね
し
ま
す
】

 
 問
１
９
 
 
あ
な
た
は
現
在
、
働
い
て
い
ま
す
か
。

 
 

01
 

働
い
て
い
る
 
 
→
 
問
２
０

 
02

働
い
て
い
な
い
 
 
→
 
問
２
２

 

   問
２
０
 
 
現
在
働
い
て
い
る
方
に
お
聞
き
し
ま
す
。
あ
な
た
が
働
い
て
い
る
主
な
理
由
は
何
で
す
か
。（

○
は
２
つ
）

 
 

01
 

生
計
を
維
持
す
る
た
め

 
07

社
会
に
役
立
ち
た
い

 

02
 

老
後
の
蓄
え

 
08

時
間
的
に
余
裕
が
あ
る
か
ら

 

03
 

技
術
・
知
識
を
身
に
つ
け
生
か
す
た
め

 
09

今
の
仕
事
が
好
き
だ
か
ら

 

04
 

交
友
関
係
を
広
げ
る
た
め

 
10

家
業
（
自
営
業
）
で
あ
る
か
ら

 

05
 

自
分
の
自
由
に
な
る
お
金
が
ほ
し
い

 
（
レ
ジ
ャ
ー
・
娯
楽
費
用
な
ど
）

 
11

そ
の
他
（
具
体
的
に
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

06
 

働
く
こ
と
は
当
た
り
前
だ
か
ら

 
12

わ
か
ら
な
い

 
   問
２
１
 
 
現
在
働
い
て
い
る
方
に
お
聞
き
し
ま
す
。
今
の
社
会
は
女
性
が
働
き
や
す
い
状
態
（
環
境
）
に
あ
る
と

 
思
い
ま
す
か
。（

○
は
１
つ
だ
け
）

 
 

01
 

大
変
働
き
や
す
い

 
04

大
変
働
き
に
く
い

 

02
 

あ
る
程
度
働
き
や
す
い

 
05

ど
れ
と
も
い
え
な
い

 

03
 

働
き
に
く
い

 
06

わ
か
ら
な
い

 
   

−　　−39



 

【
Ⅶ
 
社
会
参
加
に
つ
い
て
お
た
ず
ね
し
ま
す
】

 
 問
２
６
 
 
あ
な
た
は
仕
事
以
外
に
ど
の
よ
う
な
社
会
活
動
に
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
か
。（

○
は
い
く
つ
で
も
）

 
 

01
 

町
内
会
、
自
治
会
活
動

 
07

宗
教
活
動

 

02
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

 
08

趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
団
体
活
動

 

03
 

子
供
会
、
婦
人
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

 
09

労
働
組
合
活
動

 

04
 

学
習
グ
ル
ー
プ
活
動

 
10

そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

05
 

市
民
活
動

 
11

参
加
し
て
い
な
い

 

06
 

消
費
者
運
動

 
 

  問
２
７
 
 
女
性
が
お
か
れ
て
い
る
社
会
的
条
件
の
改
善
の
た
め
に
、
今
後
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
か
。

 
 
 
 
 
（
○
は
２
つ
）

 
 

01
 

労
働
時
間
・
労
働
条
件
の
改
善

 
08

女
性
関
連
の
法
律
や
制
度
の
改
正

 

02
 

女
性
自
身
の
自
覚

 
09

子
ど
も
の
時
か
ら
の
男
女
平
等
教
育

 

03
 

男
性
の
理
解
と
協
力

 
10

職
業
能
力
の
育
成

 

04
 

団
体
・
サ
ー
ク
ル
へ
の
参
加

 
11

労
働
の
正
当
な
評
価

 

05
 

雇
用
の
拡
大
と
経
済
的
な
自
立

 
12

地
域
社
会
へ
の
参
加

 

06
 

「
女
な
ら
～
べ
き
だ
」
と
い
っ
た
通
念
の
改
善

 
13

そ
の
他
（
具
体
的
に
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

07
 

家
事
労
働
の
正
当
な
評
価

 
14

わ
か
ら
な
い

 
   問
２
８
 
 
男
性
が
お
か
れ
て
い
る
社
会
的
条
件
の
改
善
の
た
め
に
、
今
後
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
か
。

 
 
 
 
 
（
○
は
２
つ
）

 
 

01
 

労
働
時
間
・
労
働
条
件
の
改
善

 
08

暴
力
的
・
ポ
ル
ノ
的
文
化
の
見
直
し

 

02
 

男
性
自
身
の
自
覚

 
09

子
ど
も
の
時
か
ら
の
男
女
平
等
教
育

 

03
 

女
性
の
理
解
と
協
力

 
10

職
業
能
力
の
育
成

 

04
 

団
体
・
サ
ー
ク
ル
へ
の
参
加

 
11

労
働
の
正
当
な
評
価

 

05
 

雇
用
の
拡
大
と
経
済
的
な
自
立

 
12

地
域
社
会
へ
の
参
加

 

06
 

「
男
な
ら
～
べ
き
だ
」
と
い
っ
た
通
念
の
改
善

 
13

そ
の
他
（
具
体
的
に
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

07
 

家
事
能
力
の
育
成
と
生
活
の
自
立

 
14

わ
か
ら
な
い

 
   

 

問
２
３
 
 
あ
な
た
は
女
性
が
社
会
に
出
て
働
く
こ
と
と
家
庭
と
の
関
係
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

 
 
 
 
 
（
○
は
１
つ
だ
け
）

 
 

01
 

女
性
は
家
事
・
育
児
に
専
念
し
た
方
が
よ
い

 

02
 

結
婚
出
産
ま
で
働
き
、
そ
の
後
は
家
事
や
育
児
に
専
念
し
た
方
が
よ
い

 

03
 

結
婚
出
産
後
は
家
事
・
育
児
に
専
念
し
、
子
ど
も
の
手
が
離
れ
た
ら
家
庭
に
影
響
を
与
え
な
い
程
度
に

働
く
方
が
よ
い

 
04

 
結
婚
出
産
後
は
家
事
・
育
児
に
専
念
し
、
子
ど
も
の
手
が
離
れ
た
ら
も
と
の
よ
う
に
働
く
方
が
よ
い

 

05
 

結
婚
出
産
後
は
家
庭
に
影
響
を
与
え
な
い
程
度
に
働
き
続
け
る
方
が
よ
い

 

06
 

結
婚
や
出
産
に
か
か
わ
り
な
く
働
き
続
け
る
方
が
よ
い

 

07
 

わ
か
ら
な
い

 
  問
２
４
 
 
男
性
が
女
性
と
と
も
に
、
家
事
、
子
育
て
、
介
護
、
地
域
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
く
た
め
に
は
、

 
 
 
 
 
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
か
。（

○
は
２
つ
）

 
 

01
 

男
性
自
身
の
抵
抗
感
を
な
く
す
こ
と

 

02
 

女
性
自
身
の
抵
抗
感
を
な
く
す
こ
と

 

03
 

夫
婦
や
家
族
間
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
く
は
か
る
こ
と

 

04
 

年
配
者
や
ま
わ
り
の
人
が
、
役
割
分
担
な
ど
に
つ
い
て
の
夫
婦
の
考
え
方
を
尊
重
す
る
こ
と

 

05
 

社
会
の
中
で
、
男
性
が
行
う
家
事
な
ど
に
つ
い
て
の
評
価
を
高
め
る
こ
と

 

06
 

労
働
時
間
短
縮
や
休
暇
制
度
を
普
及
す
る
こ
と
で
、
仕
事
以
外
の
時
間
を
よ
り
多
く
持
て
る
よ
う
に
す
る
こ
と

07
 

男
性
の
家
事
な
ど
に
関
心
を
高
め
る
よ
う
啓
発
を
行
っ
た
り
、
研
修
な
ど
に
よ
り
家
事
な
ど
の
技
能
を
高
め
る

こ
と

 
08

 
男
性
の
子
育
て
な
ど
の
仲
間
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

 

09
 

家
庭
と
仕
事
の
両
立
な
ど
に
つ
い
て
、
男
性
が
相
談
し
や
す
い
窓
口
を
設
け
る
こ
と

 

10
 

特
に
必
要
な
こ
と
は
な
い

 

11
 

そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 問
２
５
 
 
あ
な
た
は
、
男
性
が
育
児
休
業
や
介
護
休
業
を
と
る
こ
と
に
つ
い
て
ど
う
思
い
ま
す
か
。

 
ア
、
イ
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
該
当
す
る
も
の
を
１
つ
ず
つ
選
ん
で
番
号
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

 
 

 
ア
：
育
児
休
業

 
イ
：
介
護
休
業

家
族
と
し
て
当
然
で
あ
る

 
01

 
01

 

他
に
子
育
て
や
介
護
を
す
る
者
が
い
な
い
場
合
は
、
と
る
こ
と
も
や
む
を
得
な
い

 
02

 
02

 

子
育
て
や
介
護
は
女
性
が
適
し
て
い
る
と
思
う
の
で
、
男
性
が
と
る
必
要
は
な
い

 
03

 
03

 

男
性
が
と
る
の
は
体
裁
が
悪
い

 
04

 
04
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ポ

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

   
 
 
 
ワ

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

           
 
 
 

 

ポ
ジ

テ
ィ
ブ

・ア

 
 
過
去
に

 
な
少
数
派

 
る
こ
と
に

 
特
別
措
置

ワ
ー

ク
・ラ

イ
フ

 
 
「
仕
事

 
な
が
ら
個

 
先
か
ら
仕
事

 
う
に
な
っ

 
 
 
 
 
 

用 ア
ク

シ
ョ
ン

（積

お
け
る
社
会
的

の
人
々
に
対
し

よ
っ
て
、
形
式

の
こ
と
を
い
い

フ
・バ

ラ
ン

ス
（

と
私
生
活
の
両

人
の
能
力
を
最

事
と
生
活
の
バ

て
き
て
い
ま
す

 
 
 
 
 

用
語

解
説

・・ 積
極

的
改

善
措

的
・
構
造
的
な

し
、
教
育
や
雇

式
的
な
機
会
平

い
ま
す
。
 

（仕
事

と
生

活

両
立
」
を
意
味

最
大
限
に
発
揮

バ
ラ
ン
ス
が
と

す
。
 

 
 
 
 
 

・ 

 

措
置

）と
は

 

な
差
別
に
よ
っ
て

雇
用
の
機
会
を
一

平
等
よ
り
も
、
実

活
の

調
和

）っ
て

味
し
ま
す
。
や
り

揮
で
き
る
よ
う
に

と
れ
る
働
き
方
や

 
 
 
 
 
 て
不
平
等
な
待

一
定
の
比
率
で

実
質
的
な
結
果

て
 

り
が
い
の
あ
る

に
支
援
す
る
考

や
生
き
方
へ
の

 
 
 
 

待
遇
を
受
け
て

で
優
先
的
に
取

果
の
平
等
を
目
指

る
仕
事
と
充
実

考
え
方
や
施
策
の

の
展
開
が
、
急
速

 

き
た
人
種
的
・

り
扱
う
等
の
方

指
す
た
め
の
暫

し
た
仕
事
を
両

の
こ
と
で
す
。

速
に
も
と
め
ら・
社
会
的
 

方
策
を
と
 

暫
定
的
な
 

両
立
さ
せ
 

仕
事
優
 

ら
れ
る
よ
 

 

問
２
９
 

 
01

 

02
 

03
 

04
 

05
 

06
 

07
 

08
 

09
 

10
 

11
 

12
 

13
 

   
 
 
 

ジ

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

   
 
 
 
リ

 
 
 
 

 
 
 
 

  

 
次
の
言
葉

男
女
共
同
参

育
児
介
護
休

女
子
差
別
撤

ジ
ェ
ン
ダ
ー

リ
プ
ロ
ダ
ク

ポ
ジ
テ
ィ
ブ

ワ
ー
ク
・
ラ

配
偶
者
か
ら

北
海
道
男
女

釧
路
市
男
女

く
し
ろ
男
女

男
女
雇
用
機

見
た
り
聞
い

ジ
ェ
ン

ダ
ー

と

 
 
女
ら
し

 
生
物
学
的

 
か
ら
生
じ

れ
ま
す
。

会
の
し
く
み

リ
プ

ロ
ダ

ク
テ

ィ

 
 
Ｗ
Ｈ
Ｏ

 
な
い
、
あ

会
的
に
完
全

人
産
む
か

考
え
方
で

健
康
を
守用

の
う
ち
、
見
た

参
画
社
会
基
本

休
業
法

 

撤
廃
条
例

 

ー
 

ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ

ブ
・
ア
ク
シ
ョ

ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ら
の
暴
力
の
防

女
平
等
参
画
推

女
平
等
参
画
推

女
平
等
参
画
プ

機
会
均
等
法

 

い
た
り
し
た
も

と
は

？
 

さ
、
男
ら
し
さ

な
性
差
を
セ
ッ

る
の
で
は
な
く

こ
れ
ら
は
、
男

み
に
反
映
さ
れ

ィ
ブ

・ヘ
ル

ス
／

（
世
界
保
健
機

る
い
は
病
的
状

全
に
良
好
な
状

、
ま
た
は
産
ま

、
妊
娠
、
出
産

る
権
利
を
意
味

用
語

解
説

・・
・た
り
聞
い
た
り

本
法

 

ヘ
ル
ス
／
ラ
イ

ョ
ン
（
積
極
的

ラ
ン
ス
（
仕
事

防
止
及
び
被
害
者

推
進
条
例

 

推
進
条
例

 

プ
ラ
ン

 

も
の
は
な
い

 

さ
、
と
い
っ
た

ッ
ク
ス
（
SE
X）

く
、
社
会
が
求

男
女
間
の
不
平

れ
て
い
る
と
い

／
ラ

イ
ツ

（女

機
関
）
の
定
義

状
態
に
な
い
と

状
態
で
あ
る
こ

ま
な
い
か
な
ど

産
、
中
絶
に
関

味
し
ま
す
。

・ 

 

し
た
こ
と
が
あ

ツ
（
性
と
生
殖

改
善
措
置
）

事
と
生
活
の
調
和

害
者
の
保
護
に
関

た
社
会
的
・
文
化

と
い
い
ま
す

求
め
る
「
ら
し
さ

平
等
、
性
差
別
、

い
わ
れ
て
い
ま
す

女
性

の
性

と
生

義
で
は
、
女
性
の

と
い
う
こ
と
で
は

こ
と
を
い
い
ま
す

ど
当
事
者
で
あ
る

関
わ
る
女
性
の
生あ
る
も
の
を
、

殖
に
関
す
る
健

和
）

 

関
す
る
法
律
（

化
的
側
面
か
ら

す
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー

さ
」
の
教
育
や

、
固
定
化
し
た

す
。
 

生
殖

に
関

す
る

の
全
生
涯
に
わ

は
な
く
、
そ
の

す
。
安
全
な
性

る
女
性
に
幅
広

生
命
の
安
全
や

い
く
つ
で
も
お

健
康
・
権
利
）

 

（
Ｄ
Ｖ
防
止
法
）

ら
み
た
性
差
の

ー
は
、
男
と
女

や
し
つ
け
に
よ

た
役
割
分
担
な

る
健

康
と

権
利

わ
た
る
健
康
に

の
プ
ロ
セ
ス
が
身

性
生
活
を
営
み

広
い
自
己
決
定
権

や
健
康
を
重
視
すお
選
び
く
だ
さ

）
 

こ
と
。
こ
れ
に

女
と
い
う
性
別

っ
て
後
天
的
に

ど
男
性
優
位
で

利
）っ

て
何

？
 

お
い
て
、
単
に

身
体
的
、
精
神

、
子
ど
も
を
い

権
を
認
め
よ
う

す
る
と
い
っ
たさ
い
。

 

に
対
し
、
 

別
の
違
い
 

に
形
成
さ
 

で
あ
る
社
 

に
病
気
が
 

神
的
、
社
 

い
つ
、
何
 

う
と
す
る
 

た
自
分
の
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問
３
３
 
 
配
偶
者
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
に
お
聞
き
し
ま
す
。
あ
な
た
の
配
偶
者
の
ご
職
業
は
何
で
す
か
。
あ
て
は
ま
る

 
 
 
 
 
も
の
１
つ
選
ん
で
そ
の
番
号
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

 
仕
事
が
２
つ
以
上
あ
る
場
合
は
収
入
の
多
い
方
に
つ
い
て
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 
 

ア
 

自
営
業

 

01
 

農
林
漁
業

 

02
 

商
工
サ
ー
ビ
ス
業
（
卸
・
小
売
店
経
営
、
オ
ー
ナ
ー
社
長
含
む
）

 

03
 

専
門
的
職
業
（
医
師
・
税
理
士
・
寺
社
・
芸
術
家
な
ど
）

 

04
 

そ
の
他

 

イ
 

勤
め
人

 

05
 

事
務
・
経
理

 

06
 

運
輸
・
技
能
・
生
産
（
運
転
手
・
建
設
工
・
修
理
工
な
ど
）

 

07
 

専
門
的
職
業
（
医
師
・
教
員
・
看
護
師
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
な
ど
）

 

08
 

役
員
・
管
理
職
（
課
長
以
上
・
雇
わ
れ
社
長
含
む
）

 

09
 

そ
の
他

 

ウ
 

パ
ー
ト

 
10

 
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
・
臨
時
・
内
職

 

エ
 

無
 
職

 

11
 

学
生

 

12
 

専
業
主
婦
・
家
事
手
伝
い

 

13
 

利
子
・
年
金
生
活
者

 

14
 

そ
の
他

 

オ
 

そ
の
他

 
15

 
そ
の
他
（
具
体
的
に
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

  問
３
４
 
あ
な
た
は
お
子
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
（
同
居
、
別
居
は
問
い
ま
せ
ん
）。

 
 
 
 
お
子
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
場
合
は
、
そ
の
お
子
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
成
長
段
階
で
す
か
。

 
あ
て
は
ま
る
番
号
す
べ
て
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

 
 

01
 

乳
幼
児

 

02
 

小
・
中
学
生

 

03
 

高
校
生
、
大
学
生
（
高
専
、
短
大
、
専
門
学
校
を
含
む
）

 

04
 

社
会
人

 

05
 

子
ど
も
は
い
な
い

 
     

★
  

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 
★

 

 

【
Ⅷ
 
あ
な
た
ご
自
身
に
つ
い
て
お
た
ず
ね
し
ま
す
】

 
※
 
最
後
の
設
問
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 
※
 
１
０
月
１
日
現
在
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 
  問
３
０
 
 
あ
な
た
の
性
別
は

 
 

01
 

女
性

 
02

男
性

 

   問
３
１
 
 
あ
な
た
の
年
齢
は

 
 

01
 

１
８
～
２
０
歳

 
05

５
０
～
５
９
歳

 

02
 

２
１
～
２
９
歳

 
06

６
０
～
６
５
歳

 

03
 

３
０
～
３
９
歳

 
07

６
６
歳
以
上

 

04
 

４
０
～
４
９
歳

 
 

   問
３
２
 
 
あ
な
た
の
ご
職
業
は
何
で
す
か
。
あ
て
は
ま
る
も
の
を
１
つ
選
ん
で
そ
の
番
号
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

 
 
 
 
 
仕
事
が
２
つ
以
上
あ
る
場
合
は
収
入
の
多
い
方
に
つ
い
て
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 
 

ア
 

自
営
業

 

01
 

農
林
漁
業

 

02
 

商
工
サ
ー
ビ
ス
業
（
卸
・
小
売
店
経
営
、
オ
ー
ナ
ー
社
長
含
む
）

 

03
 

専
門
的
職
業
（
医
師
・
税
理
士
・
寺
社
・
芸
術
家
な
ど
）

 

04
 

そ
の
他

 

イ
 

勤
め
人

 

05
 

事
務
・
経
理

 

06
 

運
輸
・
技
能
・
生
産
（
運
転
手
・
建
設
工
・
修
理
工
な
ど
）

 

07
 

専
門
的
職
業
（
医
師
・
教
員
・
看
護
師
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
な
ど
）

 

08
 

役
員
・
管
理
職
（
課
長
以
上
・
雇
わ
れ
社
長
含
む
）

 

09
 

そ
の
他

 

ウ
 

パ
ー
ト

 
10

 
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
・
臨
時
・
内
職

 

エ
 

無
 
職

 

11
 

学
生

 

12
 

専
業
主
婦
・
家
事
手
伝
い

 

13
 

利
子
・
年
金
生
活
者

 

14
 

そ
の
他

 

オ
 

そ
の
他

 
15

 
そ
の
他
（
具
体
的
に
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
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